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T.S.エリオット:｢岩のコーラス｣
佐 野 博 美
Ⅰ. 序
1888年,アメリカのセントルイスに生まれた詩人,T.S.エリオットはその後故郷をはな
れて,1927年 11月すなわち39才の年に英国に帰化する｡この年はエリオットの人生におけ
る最も重要な年であったと思われる｡彼は同じ年の6月に生まれた家の宗教(ユニテリアン)
を捨てて英国国教会 (アングロカソリック)に正式に入信した｡僧侶にこそ な らなかった
が,彼の信仰生活が並々ならぬものであったことはその作品からも容易に想像できる｡彼は
ロンドンのセント･スティーヴン教会の教区委員を務め,信者のひとりとして教会のために
論文を書き演説をした｡日常の多忙なスケジュールをぬってのことである｡教会のために書
かれたそうした作品のひとつが,ここに論じようとする ｢岩｣(`TheRock')である｡
1934年のロンドンで,ある教会の建設基金のために ｢岩｣という音楽やバレーを伴った野
外劇が公演された｡エリオットの仕事はその台本に韻文のコーラスといくつかの散文のせ り
ふを書くことであった｡この劇はなかなかの成功を収めたらしい｡その中のコーラスの部分
が ｢岩のコーラス｣("Chorusesfrom T`heRock"∫)として彼の詩集 (ColectedPoems)に
収められている｡劇全体の姿はここからほ想像できないが,｢岩のコーラス｣を独立した作品
として読んでも興味深く,充分読みごたえがあるo以下は野外劇からほなれて,｢岩のコー
ラス｣という作品について論じていきたいO
Ⅱ. 岩 の コー ラ ス
(i)
このや りきれない現実,変転きわまりない世界に生きながら,またそれだけに詩人は現実
の奥に隠れた世界の本質,不変の真理をさがし求める｡いのちの実体を知 ろ うとしてもが
く.詩人の武器は直観的洞察力だ.たとえばロマン派の詩人キーツが今日あまりにも有名な
詩句,"Beautyistruth,truthbeauty"を思いついた時のように｡それから分析と思索がは
じまる｡真理を求める熱望がその人間の資質に応じて,哲学者を生み科学者を生む｡あるい
は詩人を育て神学者を育てる.そのように-1)オットの幼い魂もその人生の第一歩を踏み出
したことだろう｡
先ず母親が彼に詩をあたえた.(彼女もまた詩を書いたのだ｡)家庭が信仰の重 み を教 え
た｡長じてからほ哲学者になることを望んだ｡結局人生がエリオットにあたえたのは詩人の
道であった｡そして最後にたどりついた希望は信仰であり,神にめざめることだったのだ｡
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20代に書かれた｢J.アルフレッド プルーフロックの恋歌｣(`TheLoveSongofJ.Alfred
Prufrock')に始まり,50代の ｢四つの四重奏｣(`FourQuartets')に終 る詩集 (Collected
Poems1909-1962)にそうした心の経緯を読みとることは充分に可能なことだ｡
さて,問題を ｢岩｣にもどそう｡詩劇 ｢岩｣が刊行されたのが1934年で,その前後のエリ
オットの作品を見ると,1922年に ｢荒地｣(`TheWasteLand'),1930年に ｢聖灰水曜日｣
(`Ash-Wednesday'),1935年には詩劇 ｢寺院の殺人｣(`MurderintheCathedral')そ して
1936年には ｢四つの四重奏｣の第一番目の詩 ｢/i-ント ノートソ｣(`BurntNorton')がそ
れぞれ刊行されている｡これらはいずれも中心に宗教的テーマをもつ作品群 である｡(｢荒
地｣については異論もあろうが｡)また彼の実生活面を見ると (先にも述べたように)1927年
には白から選択して英国国教会に入信するという一大事件が起きている｡長い模索の後,神
不在の世界である ｢荒地｣からどうにかこうにか脱け出して信仰の道を一途に歩もうとする
その途上で書かれた作品,それが ｢岩｣なのだ｡
この ｢岩｣をもとに再構成された ｢岩のコーラス｣は宗教詩である｡教会建設のためとい
う目的が日的であるから当然のこととも考えられるが,詩の内容は言うに及ばず,形式上も
意識的に聖書をなぞった箇所が多い｡イメージやシンボルや使用される個有名詞 のみなら
ず,詩のリズムまでもがそうである｡この作品は全部で十章から成るが,たとえば第三章や
第九葦の冒頭の部分は神が予言者に現われて語るその語 り口そのままなのだ｡
｢岩｣は教会の依頼のもとに書かれた作品である｡そこには教えを広め,[信者を教化しよ
うとする意図があることは明白だ｡詩人が純粋に作品のために書くのではなく,何か他の目
的のために (宗教的であろうが政治的であろうが)書く時,それがどのように高遠な目的の
ために書かれたとしても,出来上がった作品は質的に落ちることが多い｡したがって後の世
の読者にはえてして興味のない作品となってしまう｡はたして ｢岩のコーラス｣もその類の
ものなのであろうかOそうではないと私は思うO｢岩のコ-ラス｣は-I)オットを研究する者
にも,一般読者にとっても興味深い作品であり得るだろう｡
(i)
Youhaveseenthehousebuilt,youhaveseenitadorned
Byonewhocameinthenight,itisnowdedicatedtoGod.
Itisnowavisiblechurch,onemorelightsetonahil
(1)
Inaworldconfusedanddarkanddisturbedbyportentsoffear.
(Chorusesfrom 'TheRock'.x)
あなたがたは家が建てられるのを見た｡あなたがたはそれが夜来た人によって
飾 りつけられるのを見た｡それは今や神に捧げられるものだ｡
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今やそれは眼に見える教会であり,さらにひとつ丘に点された灯である｡
恐怖の前兆に困惑し,
心乱れるこの暗黒の世界の中で｡
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｢岩のコーラス｣(｢岩｣)が書かれた目的は,先ず第一に新しい教会が建設されることへの希
望であり,神を讃えることであるということは言うまでもない｡また,あらたな教会建設の
必要性がいかにさし迫った重要問題であるかということを人々に理解してもらうことでもあ
った｡それゆえエリオットは現代の精神的荒廃を説き,教会の歴史を説き,現代における教
会自身の堕落を指摘し,あらたに神を迎え入れる教会の再建が急務であることを主張するの
だ｡この詩におけるエリオットはキリスト教会の代弁者である｡しかしそれは同時に彼自身
の肉声でもあるのだ｡｢キリスト教社会の理念｣(`TheldeaofaChristianS∝iety')や ｢文
化とは何か｣ (`NotestowardstheDe丘nitionofCulture')といった彼の評論を読めば,こ
のことはより明瞭になるだろうOまたこの作品はエリオットの他の作品を理解する上でたい
-ん有用な働きを示しているともいえる｡以下,この詩の内容を簡単に見ていこう｡
先ず ｢岩のコーラス｣に描かれるのは神を見失った私達の時代,すなわち ｢荒地｣の世界
である｡
IjourneyedtoLondon,tothetimekeptCity,
WheretheRiverflows,withforeignflotations.
Therelwastold:wehavetoomanychurches,
Andtoofewchop-houses.ThereIwastold:
Letthevicarsretire.MendonotneedtheChurch
lntheplacewheretheywork,butwheretheyspendtheirSundays.
IntheCity,weneednobels:
Letthem wakenthesuburbs.
Ijoumeyedtothesuburbs,andthereIwastold:
Wetoilforsixdays,ontheseventhwemustmotor
ToHindhead,orMaidenhead.
Intheweatherisfoulwestayathomeandreadthepapers.
Inindustrialdistricts,thereIwastold
Ofeconomiclows.
Inthepleasantcountryside,thereitseemed
Thatthecountrynowisonly丘tforpicnics.
AndtheChurchdoesnotseemtobewanted
lncountryorinsuburb;andinthetown
(2)
Onlyforimportantweddings.
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(Chorusesfrom T`heRock',Ⅰ)
私はロンドンへと出かけてみた｡あの時間が支配する都へ｡
そこはテムズ川が流れ,取引をする外国船が浮かんでいた｡
そこで私は聞いた｡ここは教会がありすぎるとか,
簡易レス トランが少なすぎるとか｡そこでまた私は聞いた｡
牧師はお払い箱だとか,教会は働く場所にはいらないとか,
休日をすごす場所にあれば充分とか｡
町なかに鐘はいらない
郊外ででも鳴っていろとか｡
私は郊外に行ってみた｡そこで私は聞いた｡
われわれは六日の間働いて,七日目には
-イソ-ッドやメイ ドン-ッドにドライブするのがおきまり｡
天気が悪くば家にいて新聞でも読むのだ｡
工業地区では私は聞いた｡
経済の法則とかを｡
楽しい野辺は
今はただピクニックのための場所になりほてたよう｡
誰も教会なんかいらないらしい｡
田舎でも郊外でも｡そして町ではただ
仰仰しい結婚式のためのもの｡
この ｢荒地｣的世界には本当の神のかわ りに金銭や権力や理性や,その他人間の頭が独断的
に生み出す価値を信仰の対象としてしまった人間だとか,失ってしまった神を手をこまねき
ながら無力に呼びもとめている人間だとか,自分は公共の利益のために精力的に働いている
のだと独善的に信じている人間たちが住んでいる｡人々は豊富な知識や情報をも とに思索
し,行動し,新製品を発明し,環境を開発していく｡しかし真の知恵を持たない人間の行為
はすべて見当はずれで,空疎な努力なのだ｡
Owearinessofmenwhoturnfrom God
Tothegrandeurofyourmindandthegloryofyouraction,
Toartsandinventionsanddaringenterprises,
Toschemesofhumangreatnessthoroughlydiscredited,
Bindingtheearthandthewatertoyourservice,
Exploitingtheseasanddevelopingthemountains,
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Engagedindevisingtheperfectrefrigerator,
Engagedinworkingoutarationalmorality,
Engagedinprintingasmanybooksaspossible,
Plottingofhappinessand免ingingemptybottles,
Turningfrom yourvacancytofeveredenthusiasm
Fornationorraceorwhatyoucalhumanity;
(3)
(ChorusesfromTheRock',Ⅲ)
ああ心疲れた人たちよ,神に背を向けてその心を向けるのは
君自身の華麗な精神と栄えある行為,
技術や発明や大担な冒険,
とてもあてにもならない人間的な偉大な計画,
土を水を独占し,
海を搾取し,山を切 り開き,
完壁な冷蔵庫を考案し,
合理的な倫理を案出し,
できるかぎりの本を活字にし,
幸福の青写真を措き,空のぴんを投げ捨て,
心の空虚から顔をそむけ,国家だとか民族だとかあるいは
君たちがヒューマニズムと呼ぶものに熱中する｡
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また-.)オットは次のように言っている｡すなわち,神のない世界には真の創造はないO
神を知った時はじめて時間はその本当の意味を知る｡神があってはじめて人の世に正しい秩
序が生まれる｡ちょうど芸術家が形のない石や音や言葉の混乱した海から形を生み出し,形
をあたえるように｡後の大作 ｢四つの四重奏｣の原形がすでにここにあるのがわかる｡そし
て彼は,神を再び迎え入れる教会を建設し,真に生きるに価する共同体,神と共にある社会
を築こうと人々をはげますのだ｡
Whatlifehaveyouifyouhavenotlifetogether?
Thereisnolifethatisnotin0mmunity,
AndnocommunitynotlivedinpraiseofGod.
Eventheanchoritewhomeditatesalone,
ForwhomthedaysandnightsrepeatthepraiseofGod,
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PraysfortheChurch,theBodyofChristincarnate.
Lettheworknotdelay,timeandthearmnotwaste;
Lettheclaybedugfromthepit,letthesawcutthestone,
(4)
Letthefirenotbequenchedintheforge.
(Chorusesfrom 'TheRocky,II)
人が共に生きることを忘れてどんな生活があるのだ｡
生活は共同体の中にこそあるもので,
共同体は神の讃美の中で生きる｡
昼も夜も神の讃美のうちにくり返される
孤独の中で冥想する隠者でさえも
キリストの化身たる教会を求めて祈るのだ｡
せっせと働こう,時間とその腕を無駄にしないで｡
粘土を穴から掘り出し,鋸をひいて石を切ろう｡
ふいごの火を絶えることなく燃やしつづけよう｡
Ⅲ. 結 び
詩人はしばしば時代の予言者である｡また時には生まれながらの求道者でもある｡エリオ
ットはこの両方を兼ね備えた詩人である｡詩人的直観は,現象の細部に幻惑されることなく
錯綜した世界の本質を見抜き,時には時代の運命を見事に予言してみせる｡｢岩｣においても
ェリオットはそうした能力をいかんなく発揮しいる｡読者は心さえあれば,｢岩｣の中に自分
たちの時代と来たるべき時代を読みとることができるのだ｡
ところでタイトルの ｢岩｣(`Rock')とは実は登場人物の名前なのだが,岩はまた教会ある
いは神自身の比境でもあるのだO
今日私たちほ物質の繁栄に埋もれて,真に魂の糧といえるものを失ってしまったようだ｡
そしてそれが人の心の貧困をもたらし,劣悪なものがはびこる結果となった｡私たちに今必
要なものは,この目ではとらえられない聖なる光(theInvisibleLight)に向かって歩き出す
勇気かもしれない｡そしてこの世のものではない ｢見えない光｣の輪郭をなぞり,その存在
を私たちの眼に示してくれるものこそ教会なのだとエリオットは言う｡
Notes:
(1) T.S.Eliot,"Chorusesfrom T`heRockH'inCollecidPoems:1909-1962(London:Faber&
佐野 ･T.S.エ リオ ッ ト:｢岩のコーラス｣
FaberLtd"1968)p.183.
(2) Ibid"pp.161-2.
(3) Zbid"p.171.
(4) Zbid.,p.168.
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